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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロックアウト機器及び表示装置を有する少なくとも１つのチャネルを含むプリントシス
テム内に少なくとも１つの消耗品を補給する方法であって、
　消耗品の入った容器を前記プリントシステムに供給する工程であって、前記容器は、前
記容器の中の前記消耗品の種類を識別する、電子的に読取可能なメモリ機器を有する、工
程と、
　前記容器上の前記電子的に読取可能なメモリ機器を読み取って、前記容器の中の消耗品
を前記プリントシステムに補給可能かどうかを判断する工程と、
　前記容器の中の消耗品を前記プリントシステムに補給可能なとき、前記ロックアウト機
器と前記表示装置に電流を供給して、前記ロックアウト機器と前記表示装置を活性状態に
し、これによりロックアウト機器と表示装置が前記活性状態で、前記消耗品がチャネルを
通って移動することができる、工程とを含み、
　前記ロックアウト機器がロックアウト要素を有し、不活性状態のとき前記ロックアウト
要素は、停止してチャネルに前記消耗品が入り込むことを防止し、前記活性状態のとき移
動可能となり前記消耗品がチャネル内に入ることができるようにし、
　前記容器が、関連メモリに記憶されている補給条件を満たすことができる消耗品を含ん
でいると識別された後にのみ、前記ロックアウト機器を活性状態にし、
　活性状態のときに、前記表示装置が前記少なくとも１つのチャネルのうちのどれが前記
容器の中の消耗品を受け入れられるかを示す、方法。
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【請求項２】
　前記容器の中の消耗品を前記プリントシステムに補給可能なとき、前記容器上の前記電
子的に読取可能なメモリ機器をさらに読み込むことを停止する工程をさらに含む請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記ロックアウト要素が先端を有し、前記先端は前記ロックアウト要素が前記不活性状
態のとき前記容器の中の消耗品が前記バレル内に流入することを防止するために、前記少
なくとも１つチャネルのカバーラッチを係合可能な、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ロックアウト機器が前記活性状態になると、前記ロックアウト要素の前記先端が引
っ込んで前記容器の中の消耗品の前記バレルへの流入を可能にする、請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　プリントシステムへのカラーインクの供給を制御する装置であって、
　前記プリントシステムに供給するための前記カラーインクのうちの少なくとも１つを受
け入れるためのコンパートメントであって、各コンパートメントは開閉動作可能なボトル
クレードルを有し、これにより前記コンパートメントへのアクセスを制限する、少なくと
も１つのコンパートメントと、
　前記プリントシステムに供給するためのカラーインクの入った容器からの入力データを
受信する入力機器と、
　前記入力機器及び各ボトルクレードルに接続したコントローラであって、前記入力デー
タを受信し前記入力データを格納された情報と照合して、複数の結果のうちの１つを導き
出し前記容器の中のカラーインクを受け取ることができるコンパートメントのうちの１つ
を識別することで、少なくとも１つのコンパートメントへのアクセスを制御できるコント
ローラとを含み、
　前記容器からの前記入力データは、前記容器の中のカラーインクの種類を識別する電子
的に読取可能なメモリ機器からの入力であり、
　各ボトルクレードルが、ソレノイドラッチを有するスライド弁と、活性状態のとき前記
コンパートメントのどれが前記容器の中の前記カラーインクを受け取ることができるかを
示す表示灯とを有し、
　前記ソレノイドラッチは、活性状態のとき前記スライド弁を開いて前記容器の中の前記
カラーインクを受け入れ、
　前記コントローラは、補給条件を記憶する関連メモリを有し、
　前記コントローラは、前記容器が補給条件を満たすことができる消耗品を含んでいると
識別された後にのみ、前記ソレノイドラッチを活性状態にする、
　装置。
【請求項６】
　少なくとも１つのインクバレルに関連する少なくとも１つのマーキングエンジンであっ
て、画像の描写の際に消費される少なくとも１つの消耗品を、選択的に受ける少なくとも
１つのマーキングエンジンと、
　前記少なくとも１つのインクバレルに配置されたロックアウト機器及び表示装置を備え
たカバーであって、前記ロックアウト機器は、不活性状態では前記消耗品の導入を防止し
、活性状態では前記消耗品の導入を許可する、カバーと、
　電子的に読取可能なメモリ装置を読み取る読取器であって、容器の中の消耗品の種類を
識別する読取器と、
　前記読取器、前記ロックアウト機器及び前記表示装置に接続され、前記容器の中の前記
消耗品を受けることができる前記少なくとも１つのマーキングエンジンを制御するコント
ローラと、
　を含み、
　前記コントローラは、補給条件を記憶する関連メモリを有し、
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　前記コントローラは、前記容器が補給条件を満たすことができる消耗品を含んでいると
識別された後にのみ、前記ロックアウト機器を活性状態にし、
　活性状態のときに、前記表示装置は、前記消耗品の受け取りを許可された前記インクバ
レルを示す、
　プリントシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書の開示は、プリント機器内で誤った消耗品が使用されることを防止する方法に
関し、より具体的にはプリント機器内で正しい色のトナーカートリッジに取り替えられる
ことを確実にするそのような方法とそれに対応する装置とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　偶発の又は意図せぬ誤ったインクの補給からプリント機器を守るために、プリント機器
内のインクバレルへのアクセスを制御することが多くの場合で望まれる。誤ったインクが
プリントシステムに悪い影響を及ぼす恐れのある場合には特に望まれる。誤ったカラーイ
ンクをバレルに補給することにより、バレル、溶解器、インクライン及びヘッドを含んだ
インクシステム全体が汚染される。ミスが発生した場合、保守に関する大きな災難となる
。プリントシステムは数日間停止し、部品の交換に大きなコストがかかる恐れがある。
【０００３】
　プリンタの能力や機能が増すにつれ、電気的及び機械的に非常に複雑な設計が余儀なく
される。設計がより複雑になることにより、多くの潜在的な問題や操作者のミスの可能性
が出てくる。例えば、カラー複写機やカラープリンタの出現で、操作者が誤ったカラーイ
ンクをバレルのうちの１つに補給する恐れがあり、それを防止するある種の安全装置を設
けなければ、悲惨な結果になる可能性がある。操作者は、一定の操作手順を踏むことで適
切なインクが適切なバレル挿入又は補給されることを確認することができる。しかしなが
ら、所定のチェックを全て行ったとしても、プリンタにインクを補給する際、操作者が重
大なミスを犯す余地は残されている。充填されている、又は一部充填されているバレル又
はトナーホッパーに操作者がインクを補給することを完全に防止することはできない。カ
ラーレーザプリンタでカラーインクを使用することで、既存の問題に新たな次元の問題が
追加される一方ある。例えば、操作者は特定の色には注意を払わないかもしれないし、誤
った色を握るかもしれないし、又は特定の色が空のため、それらの各バレルに内はブラッ
ク、シアン及びイエローに違いないと思い込んでしまう可能性すらある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の理由で、及び本明細書を読み理解した当業者には明らかな下記の理由で、当技術
分野では、消耗品を補給する必要を操作者に知らせる必要がある。具体的には、当技術分
野においてプリントシステム内にインクバレルへのアクセスを制御するロックアウト機構
を設ける必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態の様態に従って、ロックアウト機器及び表示装置を有する少なくとも１つのチ
ャネルを含むプリントシステム内で、少なくとも１つの消耗品を補給する方法を提供する
。この実施形態はチャネルの上のソレノイドラッチ、チャネル閉スイッチ及び注意灯を含
む。消耗品を取り替える必要があるとき、ユーザは新しい消耗品のラベルをＣＲＵＭ読取
器にスキャニングさせる。プリントシステムに対して有効な消耗品ならば、残量の少ない
又は空のチャネルの上の注意灯が点灯し、そのソレノイドラッチが解放される。注意灯と
ソレノイドラッチは並列に配線されてソレノイドが付勢されチャネルが開かれるときはい
つでも注意灯が点灯するようになる。



(4) JP 5797151 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】実施形態による、プリンタ装置内で正しい消耗品に取り替えられることを確実に
できる、機械コントローラを有するプリントシステムの簡易立面図である。
【図２】実施形態による、プリンタ装置内で正しい消耗品に取り替えられることを確実に
するために使用できる電子ロックアウト機器のブロック図である。
【図３】実施形態による、ＣＲＵＭタグを有する容器又はボトルの透視図である。
【図４】実施形態による、プリントシステムに内で正しい消耗品に取り替えられることを
確実にするための容器、タグ読取器、カバー、及びロックアウト機器の説明図である。
【図５】実施形態による、ロックアウト要素を動かすためのソレノイドを有するロックア
ウト要素の説明図である。
【図６】実施形態による、プリントシステムにおいて正しい消耗品に取り替えられること
を確実にする方法を示すフローチャートである。
【図７】実施形態による、プリントシステムに消耗品を補給可能なときの図２の電子ロッ
クアウト機器の実行手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本明細書で開示される実施形態の様態は、ロックアウト機器及び表示装置を有する少な
くとも１つのチャネルを含むプリントシステム内で、少なくとも１つの消耗品を補給する
方法と、それに対応する装置及びシステムに関する。開示される実施形態は、コントロー
ラ、ラッチ機構、及びどのチャネルで消耗品の補給が可能かを操作者に知らせるための注
意灯を含む。
【０００８】
　開示される実施形態はプリントシステムを含み、このプリントシステムは、それぞれが
画像の描写の際に、このマーキングエンジンが使用する少なくとも１つの消耗品を、選択
的に受ける少なくとも１つのマーキングエンジンと、少なくとも１つのマーキングエンジ
ンに配置されたロックアウト機器及び表示装置を備え、このロックアウト機器を用いて、
不活性状態では消耗品の侵入を防ぎ、活性状態では消耗品を受け入れるカバーと、容器の
中の消耗品の種類を識別する、電子的に読取可能なメモリ装置及びそれを読み取るための
読取器と、読取器、ロックアウト機器、及びに表示装置接続し、容器の中の消耗品を受け
入れることができる少なくとも１つマーキングエンジンを制御する、コントローラと、を
含み、活性状態のときに表示装置が、どのマーキングエンジンが消耗品を受け取り可能か
どうか示す。
【０００９】
　開示される実施形態は、ロックアウト要素を有するロックアウト機器を含むプリントシ
ステムをさらに含み、このロックアウト要素は不活性状態の間、少なくとも１つのマーキ
ングエンジンのカバーが開くことを防止するために停止し、活性状態のときに、消耗品を
受け入れるために移動することができる。
【００１０】
　開示される実施形態は、ロックアウト要素が、ロックアウト機器が活性状態のとき電流
を供給してロックアウト要素を受け入れる位置に移動させる回路を含む、プリントシステ
ムをさらに含む。
【００１１】
　開示される実施形態は、ロックアウト要素が、不活性状態のとき容器の中の消耗品がバ
レルへの大幅に排出されることを防止するために、少なくとも１つのマーキングエンジン
でバレルと係合可能な先端を有する、プリントシステムをさらに含む。
【００１２】
　開示される実施形態は、ロックアウト機器が活性状態になった後、ロックアウト要素の
先端が引っ込んで消耗品をバレル内へ排出させる、プリントシステムをさらに含む。
【００１３】
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　開示される実施形態は、容器の中の消耗品をプリントシステムに補給可能ならば、コン
トローラが容器上の電子的に読取可能なメモリ装置のそれ以降の読取を停止させる、プリ
ントシステムをさらに含む。
【００１４】
　開示される実施形態は、コントローラが補給条件を格納する関連メモリを有し、このコ
ントローラは、容器が補給条件を満たすことができる消耗品を含んでいると識別された後
にのみ、信号を送信してロックアウト機器を活性状態にするよう構成される、プリントシ
ステムをさらに含む。
【００１５】
　開示される実施形態は、少なくとも１つの消耗品をプリントシステム内に補給する方法
をさらに含み、プリントシステムは、プリントシステムに供給される消耗品を含む容器を
備えた、ロックアウト機器及び表示装置を有する少なくとも１つのチャネルを含み、この
容器は、容器の中の消耗品の種類を識別する、電子的に読取可能なメモリ装置を有し、容
器上の電子的に読取可能なメモリ装置を読み取って容器の中の消耗品をプリントシステム
に補給可能かを判断し、容器の中の消耗品がプリントシステムに補給可能なとき、ロック
アウト機器と表示装置に電流を供給してロックアウト機器と表示装置を活性状態にする。
これによりロックアウト機器と表示装置が活性状態となりチャネル通して消耗品を供給す
ることができ、活性状態のとき表示装置は、少なくとも１つのチャネルのうちのどのチャ
ネルが容器の中の消耗品を受け入れられるかを示す。
【００１６】
　開示される実施形態は、プリントシステムへのカラーインクの供給を制御するための装
置をさらに含み、この装置はプリントシステムへ供給するカラーインクのうちの少なくと
も１つを受け入れる少なくとも１つのコンパートメントを含み、各コンパートメントは、
そのコンパートメントへのアクセスを制限するための開閉可能なボトルクレードルと、プ
リントシステムへ供給するカラーインクの容器からの入力データを受信することが可能な
入力装置と、入力データを受信し、その入力データと格納された情報を照合して複数の結
果のうちの１つを導き出し、容器の中のカラーインクを受け取ることができるコンパート
メントのうちの１つを解除し識別することで、少なくとも１つのコンパートメントへのア
クセスを制御することができる、入力装置及び各ボトルクレードル接続したコントローラ
と、を有する。
【００１７】
　また本明細書で開示される実施形態は、その中に格納されるコンピュータで実行可能な
命令又はデータ構造を持ち運ぶ、又は保持するためのコンピュータ可読媒体を含むことが
できる。このようなコンピュータ可読媒体は、汎用コンピュータ又は専用コンピュータで
アクセス可能な、あらゆる市販の媒体でよい。このようなコンピュータ可読媒体には、例
として、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又はその他の光ディスク記憶装置
、磁気ディスク記憶装置又はその他の磁気記憶装置、若しくは所望のプログラムを符号化
する手段をコンピュータで実行可能な命令又はデータ構造の形態で持ち運ぶ、又は格納す
るために使用することができる、その他のあらゆる媒体が含まれるが、これらには限定し
ない。ネットワーク又は別の通信接続（有線、無線、又はそれらの組合せのいずれか）を
通して情報がコンピュータに転送、又は供給されると、コンピュータは当然その接続をコ
ンピュータ可読媒体とみなす。従って、これらの接続も当然コンピュータ可読媒体と呼ぶ
ことができる。上記の組合せもまたコンピュータ可読媒体の範囲に含まれるべきである。
【００１８】
　コンピュータで実行可能な命令には、例えば、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、
又は専用プロセッシング装置に特定な機能又は一連の機能を実行させる命令及びデータが
含まれる。コンピュータで実行可能な命令には独立型又はネットワーク環境でコンピュー
タにより実行されるプログラムモジュールも含まれる。一般に、プログラムモジュールは
、特定なタスクを行う又は特定な抽象データ型を実行するルーチン、プログラム、オブジ
ェクト、コンポーネント及び
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データ構造等を含む。コンピュータで実行可能な命令、関連するデータ構造、及びプログ
ラムモジュールは本明細書に開示される方法の工程を実行するプログラムを符号化する手
段の例を示す。特定な一連のこのような実行可能な命令又は関連するデータ構造はその中
に記述された機能を実行する、対応する動作の例を示す。
【００１９】
コンピュータ可読媒体は、種々の機能を行うためにプロセッサにより実行できる命令を格
納する。例えば、コンピュータ可読媒体は、図６及び図７に示される方法を実行してプリ
ントシステム内で正しい消耗品に取り替えられることを確実にするための命令を格納する
ことができる。
【００２０】
本明細書で使用される「プリント機器」又は「プリントシステム」という用語は、デジタ
ル複写機又はプリンタ、スキャナー、画像プリント機器、デジタル・プロダクション・プ
レス、文書処理システム、画像再生機、製本機、ファクシミリ、複合機等のことを指し、
それらは複数のマーキングエンジン、給紙機構、走査組立体、及び給紙装置、仕上げ装置
等の、その他のプリント媒体処理装置を含む。「プリントシステム」はシート、ロール紙
、マーキング材料等に対応することができる。プリントシステムはあらゆる表面にマーク
をプリントすることができる装置であり、入力されるシートの上のマークを読み取る装置
であり、又はそれらの複合体である。
【００２１】
　「プリント媒体」という用語は一般に、画像をプリントするための柔軟性があり、時に
はカールした、実際の紙、プラスチック、又はその他の実際の好適なプリント媒体の下地
のシートのことを指し、事前にカットされたものでもロールから供給されるものでもよい
。
【００２２】
　「容器」という用語には、収納又は持ち運ぶために物を入れる全ての容器が含まれる。
容器には、１つ以上の封筒、包装紙、パレット、カートン、缶、ジャー、トレイ、トラン
ク、スリーブ、貨物コンテナ等が含まれ得ることは言うまでもない。
【００２３】
　「ボトルクレードル」という用語は一般に、プリントシステムのための現像剤を収納す
る、コンパートメントに位置するステーションのことを指す。コンパートメント内の材料
が汚染や自然に枯渇することを防止するためにボトルクレードルは、コンパートメントへ
のアクセスを制御する。
【００２４】
　「マーキングエンジン」という用語は一般に画像をプリント媒体に付着させる装置のこ
とを指す。例示的なプリントシステムは、マーキングエンジン及び仕上げ装置、給紙装置
等の種々の構成部品を含むことができ、複写機、プリンタ、又は複合機として具体化され
得る。
【００２５】
　「消耗品」という用語は、プリント媒体、現像材料、マーキング材料、洗浄液等の、動
作中に画像形成装置により消費されるあらゆる物のことを指す。
【００２６】
　本明細書で使用される「コンパートメント」という用語は、プリントシステム内の特定
な色の現像剤が分けれ、又は単に識別され、又はラベル付けされるセクション又はゾーン
を意味する。これらのコンパートメントは、プリントシステム内の別のコンパートメント
と液体連結することができる。例えば、コンパートメントは容器又はバレルでよく、第二
のコンパートメントと部分的又は完全に分離しているが、第二のコンパートメントと液体
連結するためのパイプ又は別の手段を含む。
【００２７】
　図１は、実施形態によるプリント機器内で正しい消耗品が取り替えられることを確実に
することができる、機械コントローラを備えたプリントシステム１００の簡易立面図であ
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る。
【００２８】
　例示のプリントシステム１００は、例示的な方法の様態を実行するのに好適なシート、
連続したロール紙用の溶融型熱転写インクプリンタであるが、その他の種類のプリンタも
考慮にいれていることは言うまでもない。スプール上に供給された「下地」（紙、プラス
チック、又はその他のプリント可能な材料）の非常に長い（すなわち、十分に連続した）
ロール紙Ｗは、種々のモータ（図示せず）により必用な分だけ押し出され広げられる。ロ
ール紙Ｗは一連のマーキングステーション即ちプリントヘッドと、画像プロセッサ（図示
せず）を含むプリントステーションを通って移動する。各プリントヘッドは、ロール紙の
幅に渡り効果的に延在し、この移動するロール紙に１色の原色のインクを直接（すなわち
、中間部材やオフセット部材を用いないで）塗布することができ、画像プロセッサは画像
データを各プリントヘッドへ送信する。一般的に知られている通り、プリントヘッドに送
られた画像データに基づいて、ロール紙Ｗの上の重ねられる領域に４色の原色の画像をそ
れぞれ塗布して組み合わされてフルカラー画像を形成する。原色ごとに複数のプリントヘ
ッドを構成することができ、プリントヘッドをそれぞれ単一の直線配列の中に形成するこ
とができ、処理方向に沿って異なる位置に配設された複数の個別のプリントヘッドの間で
各色のプリントヘッドの機能を分けることができる。あるいは、スポットカラーを使用す
るアプリケーション用にプリントヘッド、又はその一部を処理方向Ｐに直交する方向に移
動可能に取り付けることができる。より大きなプリント環境では、例えば１６個のバンク
を構成することができ、各バンクが４つのプリントヘッドを含む。このようなプリントシ
ステムでは合計で８４個のプリントヘッドを備える。
【００２９】
　例示のプリントシステム１００は、媒体ロール入力１７５、媒体ロール入力アダプタ、
複数のプリントモジュール１７０、及び媒体ロール出力アダプタ媒体ロール出力１８０を
備える。プリントシステムは、プリントモジュール１７０又はその近くに位置する個々の
インクバレル１６０を１色ごとに１個使用する。図２及び図５に示す通り、各インクバレ
ルは、表示灯、スライド弁、及びそのスライド弁の上のソレノイドラッチを含む蓋４２０
又はボトルクレードル１３０を有する。ボトルクレードル１３０は、随意的にコントロー
ラと通信するＣＲＵＭ読取器を含むことができる。容器読取器１１０はカプラーを含み、
容器上のタグからの電子データを読み取り、及び／又は書き込むことができ、制御システ
ム２１０がそのデータを処理できるようにする。複数のプリントモジュール１７０はプロ
セッシング構成要素を含み、プリントシステム１００全般に配置される。また複数のプリ
ントモジュール１７０は、各マーキングエンジン（図示せず）に関連し、各マーキングエ
ンジンのＣＰＵと通信する各サブシステム及び全体制御システム２１０を制御するアクチ
ュエータを備える、ＣＰＵ等のマーキングエンジンコントローラ（図示せず）を含む。マ
ーキングエンジンコントローラは、システムコントローラ２１０と接続し、またメモリ、
マーキングカートリッジプラットフォーム、マーキングドライバ、ボトルクレードル、機
能スイッチ、自己診断ユニット等のその他の周知の構成要素と接続することもできる。そ
れらの構成要素は全てデータ／制御バスにより相互接続される。
【００３０】
　但し、図１に示すプリントシステム１００は、本技術が優位に適用できるシステムの単
なる一例に過ぎない。本技術は、このシステムに限定されず、事実、複数の取り替え可能
なユニットが存在する、あらゆる種類のシステムに適用され実行されることを考慮にいれ
ている。本技術を適用することができるその他のシステムの例として、乾式写真複写式の
複写機又はその他の複写機、ペーパハンドラ、書類仕上げ装置、スキャナー、プリンタが
含まれが、これらに限定はしない。更に、プログラマブル装置を用いて実行することに本
技術は限定されないことは、当業者なら理解されよう。本明細書では、単純に、プログラ
マブル装置という用語が使用しているが、本技術はマイクロ・コントローラ、マイクロプ
ロセッサ、コンピュータシステム等のソフトウェア又はファームウェアベースのプロセッ
サを用いて実行できることは言うまでもない。またプログラマブル装置という用語は、こ
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れら全てのソフトウェア又はファームウェアベースのプロセッサを包含する。
【００３１】
　図２は、実施形態による、プリント機器内で正しい消耗品に取り替えられることを確実
にするために使用することができる電子ロックアウト機器のブロック図である。電子ロッ
クアウト機器は、コントローラ２１０、容器読取器１１０、ソレノイドラッチ２６０と発
光機器（ＬＥＤ）２７０の組合せ、及びカバー開閉のスイッチ等のスイッチ２４０に電流
を供給するドライバ回路２３５を備える。図１に示す通り、コントローラの機能は機械コ
ントローにより実行される。図２に示す通り、プロセッサ２３０とメモリ２２０を含んで
データ処理を行えれば、独自のコントローラを用いることもできる。プロセッサ２３０は
、容器読取器１１０からの入力データを、消耗品の種類及び量等の格納情報と照合して、
スライド弁を開く、又は別の容器を要求する等の複数の結果のうちの１つを導き出して容
器１０６内のカラーインクを受け入れることができるコンパートメントのうちの１つを解
除し識別する。
【００３２】
　プロセッサ２３０は、命令を解釈し実行する少なくとも１つの従来のプロセッサ又はマ
イクロプロセッサを含んでいてもよい。プロセッサ２３０は、汎用プロセッサ又はＡＳＩ
Ｃ等の特定用途のための集積回路でよく、１つ以上のプロセッサ部を含んでいてもよい。
さらに、コントローラ２１０は複数のプロセッサ２３０を含んでいてもよい。
【００３３】
　メモリ２２０は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）又は他の種類の動的記憶機器
でよく、プロセッサ２３０が実行する情報及び命令を格納する。メモリ２２０は、リート
・オンリー・メモリ（ＲＯＭ）ＲＯＭ機器又は他の種類の静的記憶機器でもよく、プロセ
ッサ２３０に対する静的情報及び命令を格納する。メモリ２２０は、コントローラ２１０
が使用するデータを格納する全てのメモリ機器でよい。
【００３４】
　例えば、メモリ２２０等のコンピュータ可読媒体に格納された一連の命令又は命令のセ
ットを実行することで、コントローラ２１０は、プロセッサ２３０に応じて、機能を行う
ことができる。これらの命令は、記憶機器等の別のコンピュータ可読媒体又は別の機器か
ら、通信インターフェースを介してメモリ２２０に読み込ませる、若しくは、インターネ
ット（図示せず）等の外部の情報源からメモリ２２０にダウンロードすることができる。
このシステムは、パーソナルコンピュータ等の独立型システムでも、又はイントラネット
、インターネット等のネットワークと接続していてもよい。システム２１０は、必要に応
じてその他の要素含むことができる。
【００３５】
　容器上の読取器１１０は、容器１０６のタグからの電子データを読み込み及び／又は書
き込むことができるカプラーを含む。容器読取器１１０は、タグが受信できる変調された
電磁搬送波信号を生成し、搬送波信号上の負荷効果を検出することでタグからのデータを
受信するあらゆる機器である。同様に、タグは、読取器が送信する変調された電磁搬送波
信号を受信し、負荷変動を用いてデータを搬送波信号に重畳するあらゆる機器である。
【００３６】
　プロセッサは、容器読取器１１０を通して容器の中身の識別表示を受信し、メモリ２２
０からの命令及び情報を用いてコンパートメント（カバー１～カバーＮ）のソレノイドラ
ッチに付勢して、この容器の中身をプリントシステムに補給して使用するかどうかを決定
する。各バレルのコンパートメントはボトルクレードル２５０により保護されており、こ
のボトルクレードル２５０は、表示灯、スライド弁、及びこのスライド弁に取り付けられ
たコンパートメントへのアクセスを制御するソレノイドラッチを含む。最も単純なケース
では、命令は中身がインク「Ｍ」でインク「Ｍ」の残量が残り少ない又は空の合図を受け
た「ＩＦ」であれば、「ＴＨＥＮ」でドライバ２３５を通して、例えばカバーＮ等の適切
なカバーを付勢して点灯させる。インクを受けるプリントヘッドに画素数を評価する機能
、容器のタグの読取りを停止させる機能、カバー再閉鎖のようなリセット信号を受信する
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まで別のタグの読取りを停止させる機能、及びその他のプリント業界のＣＲＵＭユーザに
は周知の機能等の別の機能を実行させることができる。開閉スイッチ２４０は、操作者に
よって特定の放出弁が開閉されることを、プロセッサ２３０に示す。上記に示す通り、消
耗品は、プリントシステムのボトルクレードル２５０内に配列されたコンパートメント内
に収納され得る。
【００３７】
　図３は、実施形態による、ＣＲＵタグを設けた容器すなわちボトルの透視図である。図
３には、インク等の液体製品を収納する好適な円筒形の容器すなわちボトル１０６が示さ
れる。例えば、この容器にはタグ１１２が設けられている。あるケースでは、タグ１１２
は容器１０６の側面１２０に取り付けられているが、取り外し可能なキャップ１１６に取
り付けることも可能である。キャップ１１６自体は、一般に円筒形の側面と一般に平らな
上面とを有する従来の設計のものである。関連するタグアンテナ１２２を含むタグ１１２
は、容器１０６の表面１２０上に取り付けられ、埋め込まれ、又ははめ込まれる。インク
の容器１０６は、一般に容器１０６の側面１２０に取り付けられたタグ１１２と共に、プ
リント機器内又は格納領域内の分離したボトル内に収納される。このタグはインク製品に
関するデータを含み、読取器を用いてタグを確認することができる。タグ１１２は、ＣＲ
ＵＭ（顧客による交換が可能なユニットモニタ）として構成された電子的に読取可能なメ
モリ機器である。各ＣＲＵＭ（タグ）１１２内のメモリコアは、識別表示、機能、色、及
び容器１０６内の各インクの性能に関するデータを保持する。ＣＲＵＭ１１２は、不揮発
性メモリを含んでいるため、その中に格納されたデータを保持する「メモ帳」として機能
することができ、インクがプリントシステム１００内に供給されていないときでもインク
と共に移動する。コントローラ２１０が容器１０６内の消耗品をプリントシステムに補給
可能と判断すれば、コントローラ２１０は容器読取器１１０内のカプラーを介して容器１
０６に取り付けられたＣＲＵＭ１１２と通信して、ＣＲＵＭ１１２を停止させる。これに
より別の容器の中のＣＲＵＭ１１２の再使用を防止する。
【００３８】
　図４には、実施形態によるインクバレル、タグ読取器、カバー、及びプリントシステム
内で正しい消耗品に取り替えられることを確実にするためのロックアウト機器が示される
。各インクバレル４１０のコンパートメントはボトルクレードルに保護され、このボトル
クレードルは表示灯即ちＬＥＤ２７０、スライド弁又はスライドカバー４５０、及びコン
パートメントへのアクセスを制御するスライド弁の上のソレノイドラッチを含む。例示の
実施形態は専用ＣＲＵＭ読取器すなわち容器読取器１１０を含む。容器読取器１１０内の
カプラーがタグを有する容器１０６を照射して、その中の消耗品の種類を確認する。容器
１０６の中身が所定の基準と合えば、ＬＥＤ等の発光機器２７０と、ソレノイドラッチ２
６０等のロックアウト／ロッキング機器とが付勢される。ソレノイドラッチ２６０はソレ
ノイドコイル４４５及び先端部４４０から構成され、先端部４４０がバレル４１０又は蓋
４２０の一部に係合してバレルへの侵入を防止する。容器の中の消耗品１０６がバレル４
１０内の消耗品の種類と一致すれば、蓋４２０上のスライドカバー４５０を開くことがで
き、容器１０６の中身がバレル４１０内に自由に入り込む、即ち落下する。
【００３９】
　図５は、実施形態による、ロックアウト要素を動かすためのソレノイドを有するロック
アウト要素の説明図である。このロックアウト要素はソレノイドコイル４４５及び先端部
４４０を含む。ソレノイドコイル４４５に電流が流れると、先端部４４０を引っ込めるよ
うにコイルが設けられている。先端部４４０に関する運動軸５２０を示す。先端部４４０
は、図示する通り、運動軸５２０の「Ｙ」座標を移動する。付勢されてないときは、ソレ
ノイドコイル内のスプリング５１０が保持されて先端部４４０を拡張位置に（外側への運
動）維持する。拡張位置では、先端部４４０がカバー又はバレル等の面に係合して容器１
０６の中身がバレル内に入り込むことを防止する。このように、ソレノイドコイル４４５
が先端部を拡張位置に維持するために電流は必要としない。したがって、電力が供給され
ないで、すなわちロックアウト機器が活性状態で容器又は周囲環境から粒子が入り込むこ
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とを防止する。ソレノイドコイル４４５に電流が供給されると、先端部４４０が引っ込み
（内側への運動）容器１０６のキャップ１１６が、バレル４１０のカバーを通って挿入さ
れて消耗品が補給される、又はプリントシステム必要なときに投与される計測された量が
補給される。ソレノイドコイルに電流が流れると、ロックアウト機器は活性状態となり、
スライドカバーは動作可能となる。スイッチ２４０は、図２に示す通り、カバーの一部に
結合する。操作者スライドカバー４５０を少し動かす、又はカバー開閉すると、コントロ
ーラが検知する。いくつかの実施形態では、開くスイッチからの信号を用いて読取器及び
別のカバーが開くことを防止する。いくつかの実施形態では、閉じるスイッチからの信号
を用いて画素数のその他の機能を評価して容器のタグがさらに読取られることを停止させ
る。
【００４０】
　図６は実施形態による、プリントシステム内で正しい消耗品に取り替えられることを確
実にする方法６００のフローチャート示す。方法６００は、コントローラ２１０又は機械
コントローラ３６のようなコンピュータ機器が、図１のプリントシステム１００（プレス
）のようなプリントシステムに関する消耗品欠乏状態を問い合わせることから始まる（６
１０）。この問い合わせは、バレルが空等の消耗品欠乏状態又は特定のプリント作業を実
行するための消耗品の不足を表示する一定の量まで続けられる。消耗品がインクのような
現像剤の場合、処理システムコントローラ２１０は、特定なインクバレルを補給するため
に必要な消耗品の量の表示手段として、プリントシステム１００内のメモリからの画素評
価を用いて確認することができる。消耗品の欠乏状態が確認されると、制御は動作６２０
へ進む。動作６２０で操作者に消耗品欠乏状態が通知される。この通知には、色及び欠乏
している消耗品が登録されている場所が含まれる。１色ごとに１つバレルだけが使用され
ているため、色だけで色の種類とその場所の両方を通知するのに十分であることは言うま
でもない。しかし、同じ色の複数のバレルが使用されている場合、操作者は、欠乏してい
る消耗品の場所に関しても通知される。
【００４１】
　動作６３０で、不足している消耗品を補給するために操作者が選択した容器上のタグが
、容器読取器１１０のような読取器を用いてスキャニングされる。先に記載した通り、容
器上の電子的に読取可能なメモリ機器（タグ）は、色やその他の識別子のような情報を有
する。次いで制御は動作６４０に進み、そこで消耗品欠乏状態に関するタグ内の情報を検
討するする。例えば、操作者が今「Ｘ」リットルのインクの入った黄色の個体インクのボ
トルをスキャニングしたことをタグは表示することができる。消耗品欠乏状態により「Ｘ
」リットルのインクの入った黄色の個体インクのボトルプリントシステムに補給するため
に必要であると表示される。次いで制御は、動作６５０に進み、さらに処理が行われる。
【００４２】
　図７は、実施形態による、プリントシステムに消耗品を補給可能なときの図２の電子ロ
ックアウト機器の手順を示すフローチャートを示す。動作６５０で、コンピュータ機器は
、操作者が今スキャニングした容器の中の消耗品をプリントシステムに補給可能かを判断
する。コンピュータ機器が、個体インクの条件に基づいて、選択された容器の中のインク
がプリンタに必要であると判断すれば、制御は動作６７０に進んで、さらに処理が行われ
る。しかし、容器のインクの色が個体インクの条件と一致しないために回答が、「ＮＯ」
ならば、動作６６０で、コンピュータ機器にメッセージを生成して操作者に通知して、プ
リントシステムに補給可能な他の容器を選択させる。
【００４３】
　動作６７０で、コンピュータ装置は個体インクが欠乏状態のバレルのソレノイドラッチ
及び注意灯に付勢する。次いで、コンピュータシステムは個体インクがプリントシステム
に補給されるまで待機する。動作６７５で、コントローラは、図２に示す開閉スイッチ２
４０により示される通り、開事象と閉事象に関する問い合わせを行う。次いで、制御は動
作６８０及び動作６９０に進み、さらに処理が行われる。動作６８０では、容器上のタグ
が停止され、プリントシステムのメモリに情報が入力される。動作６９０では、制御は動
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作６１０に戻され、そこでコンピュータ機器がその他の個体インクの欠乏状態の問い合わ
せを行う。
【００４４】
　上記に開示される及びその他の特徴及び機能又はその代替物は、好ましくは多くの異な
るシステム又は用途に組み合わせることができることを理解されたい。現時点では予想し
ない又は予期しない種々の代替物、修正物、変更物、又はその中の改良も、将来当業者に
より行われることが可能であり、それらも下記の請求項に包含されることを意図するもの
とする。
なお、以下に本発明の構成の一例を付記として示す。
（付記１）
　ロックアウト機器及び表示装置を有する少なくとも１つのチャネルを含むプリントシス
テム内に少なくとも１つの消耗品を補給する方法であって、
　消耗品の入った容器を前記プリントシステムに供給する工程であって、前記容器は、前
記容器の中の前記消耗品の種類を識別する、電子的に読取可能なメモリ機器を有する、工
程と、
　前記容器上の前記電子的に読取可能なメモリ機器を読み取って、前記容器の中の消耗品
を前記プリントシステムに補給可能かどうかを判断する工程と、
　前記容器の中の消耗品を前記プリントシステムに補給可能なとき、前記ロックアウト機
器と前記表示装置に電流を供給して、前記ロックアウト機器と前記表示装置を活性状態に
し、これによりロックアウト機器と表示装置が前記活性状態で、前記消耗品がチャネルを
通って移動することができる、工程とを含み、
　活性状態のときに、前記表示装置が前記少なくとも１つのチャネルのうちのどれが前記
容器の中の消耗品を受け入れられるかを示す、方法。
（付記２）
　前記ロックアウト機器がロックアウト要素を有し、不活性状態のとき前記ロックアウト
要素は、停止してチャネルに前記消耗品が入り込むことを防止し、前記活性状態のとき移
動可能となり前記消耗品がチャネル内に入ることができるようにする、付記１に記載の方
法。
（付記３）
　前記容器の中の消耗品を前記プリントシステムに補給可能なとき、前記容器上の前記電
子的に読取可能なメモリ機器をさらに読み込むことを停止する工程をさらに含む付記２に
記載の方法。
（付記４）
　前記ロックアウト要素が先端を有し、前記先端は前記ロックアウト要素が前記不活性状
態のとき前記容器の中の消耗品が前記バレル内に流入することを防止するために、前記少
なくとも１つチャネルのカバーラッチを係合可能な、付記３に記載の方法。
（付記５）
　前記ロックアウト機器が前記活性状態になると、前記ロックアウト要素の前記先端が引
っ込んで前記容器の中の消耗品の前記バレルへの流入を可能にする、付記４に記載の方法
。
（付記６）
　プリントシステムへのカラーインクの供給を制御する装置であって、
　前記プリントシステムに供給するための前記カラーインクのうちの少なくとも１つを受
け入れるためのコンパートメントであって、各コンパートメントは開閉動作可能なボトル
クレードルを有し、これにより前記コンパートメントへのアクセスを制限する、少なくと
も１つのコンパートメントと、
　前記プリントシステムに供給するためのカラーインクの入った容器からの入力データを
受信する入力機器と、
　前記入力機器及び各ボトルクレードル接続したコントローラであって、前記入力データ
を受信し前記入力データを格納された情報と照合して、複数の結果のうちの１つを導き出
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し前記容器の中のカラーインクを受け取ることができるコンパートメントのうちの１つを
解除し識別することで、少なくとも１つのコンパートメントへのアクセスを制御できるコ
ントローラとを含む装置。
（付記７）
　容器からの前記入力データは、前記容器の中のカラーインクの種類を識別する電子的に
読取可能なメモリ機器からの入力である、付記６に記載の装置。
（付記８）
　各ボトルクレードルが、ソレノイドラッチを有するスライド弁と、活性状態のとき前記
コンパートメントのどれが前記容器の中の前記カラーインクを受け取ることができるかを
示す表示灯とを有する、付記７に記載の装置。
（付記９）
　前記ソレノイドラッチは、活性状態のとき前記スライド弁を開いて前記容器の中の前記
カラーインクを受け入れる、付記８に記載の装置。
（付記１０）
　前記スライド弁が、前記コンパートメントと係合可能な先端を含んで、前記ロックアウ
ト要素が不活性状態のとき、前記スライド弁が開くことを防止する、付記９に記載の装置
。

【図１】 【図２】
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